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論文審査の要旨

月状骨の無腐性壊死である Kienbock 病に対する手術治療として、手関節背側

から血管柄付骨移植術が選択されるが、どこからの移植がよいか明確にはなっ

ていない。申請者は異なる部位から移植を行った症例の術後成績を比較し、そ

れぞれの術式の違いを明らかにした。

3 か所の異なる部位から 28 例の血管柄付骨移植術を施行した。内訳は榛骨背

側の extensor 4+5 compartment artery graft が 8 例、 1，2supraretinacular

intercompartmental artery graft が 12 例、第 2 中手骨頚部背側の 2

dorsal metacarpal neck graft が 8 例で、あった。術後に手関節痛は VAS で 59 か

ら 18 と改善した。手関節の掌背屈の可動域は 87 度から 117 度、握力は 21kg か

ら33kg に改善した。 Carpal height ratio は 0.52 から o. 53 とほぼ変化がなか

った。 3種類のドナー間での機能及びレントゲンの比較では有意差がなく、術後

成績は良好で、あった。

以上より、本研究によって Kienbock 病に対して手関節および手の背側からの

異なった 3 種類の血管柄付骨移植術の結果は良好であり、術式聞に大きな違い

がないことが明らかになった。臨床医学分野のさらなる発展に寄与するものと

評価され、博士(医学)の学位に値すると考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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